
行
田
市
史
資
料
編

○
古
代
中
世　

3
千
5
0
0
円

　

古
墳
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
の
古
文
書

や
記
録
類
、
板
碑
な
ど
の
金き

ん

石せ
き

文ぶ
ん

を
翻ほ

ん

刻こ
く

掲

載
し
、
別
冊
で
「
成
田
記
」
を
完
全
翻
刻
し

て
い
ま
す
。

○
近
世
1　

3
千
円

　

徳
川
家
康
の
関
東
入
国
か
ら
文
政
6
年
に

阿
部
家
が
白
河
に
移
る
ま
で
の
古
文
書
・
記

録
類
を
翻
刻
掲
載
し
、
付
録
で
阿
部
家
時
代

の
忍
城
図
と
、
享
保
年
間
行
田
町
絵
図
の
写

真
・
翻
刻
図
が
付
い
て
い
ま
す
。

○
近
世
2　

3
千
5
0
0
円

　

文
政
6
年
の
三
方
領
知
替
え
に
よ
る
松
平

家
の
忍
城
入
城
か
ら
慶
応
3
年
の
大
政
奉
還

ま
で
の
古
文
書
・
記
録
類
を
翻
刻
掲
載
し
、

別
冊
で
松
平
家
家
臣
団
の
分
限
帳
を
完
全
翻

刻
し
て
い
ま
す
。

○
近
代
1　

3
千
円

○
近
代
2　

3
千
円

○
民
俗
資
料
集
1　

1
千
5
0
0
円

○
民
俗
資
料
集
２　

1
千
5
0
0
円

○
行
田
市
史
続
巻　

3
千
円

▼
頒
布
場
所　
郷
土
博
物
館
、文
化
財
保
護
課
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　
文
化
財
保
護
課
市
史
編
さ
ん

担
当
☎
5
5
3
―
3
5
8
1

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の

協
力
の
下
、12
月
1
日
㈰
を
調
査
期
日
と
し
て
、

全
国
各
地
に
お
い
て
「
平
成
25
年
住
生
活
総
合

調
査
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生
活

基
本
法
に
基
づ
く
住
生
活
の
安
定
・
向
上
に
関

す
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
上
で
必
要
と

な
る
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
居
住
環
境
を

含
め
た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
や
居
住
者

の
意
向
・
満
足
度
な
ど
を
５
年
ご
と
に
総
合
的

に
調
査
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
10
月
に
実
施
さ
れ
る
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
（
総
務
省
）
に
回
答
い
た
だ
い
た

世
帯
の
中
か
ら
一
部
を
抽
出
し
、
全
国
で
約

9
万
2
千
世
帯
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
な
お
、

市
で
は
、
一
定
の
抽
出
方
法
に
よ
り
無
作
為
抽

出
し
た
約
70
世
帯
に
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
が
対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問
し
ま
す

の
で
、
調
査
を
お
願
い
す
る
皆
さ
ん
に
は
お
手

数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

統
計
調
査
員
が
対
象
世
帯
を
訪
問
し
ま
す

　

11
月
21
日
㈭
か
ら
12
月
10
日
㈫
ま
で
の
間
、

統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た
統
計
調
査
員
が
世
帯

を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
・
回
収
す
る
方
法

に
よ
り
行
い
ま
す
。

▼
調
査
結
果
の
公
表

　

調
査
の
結
果
は
、
全
国
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
別
、

市
部
郡
部
別
に
ま
と
め
ら
れ
、公
表
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧

で
き
る
他
、
報
告
書
に
も
ま
と
め
ら
れ
、
住
生

活
の
安
定
・
向
上
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
を

推
進
す
る
上
で
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
建
築
課
住
宅
管
理
担
当
☎

5
5
0
―
1
5
5
4

　

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
「
保
守
点

検
」「
清
掃
」
の
他
に
、
年
1
回
の
「
定
期
水

質
検
査
」
の
受
検
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

水
環
境
を
良
好
に
保
つ
た
め
に
も
、
浄
化
槽

を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
必
ず
定
期
水
質
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
定
期
水
質
検
査
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
知
事
指
定
検
査
機
関
が
契
約
し

て
い
る
保
守
点
検
業
者
・
清
掃
業
者
に
連
絡
し
、

検
査
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
期
水
質
検
査
の
手
数
料

　

10
人
槽
以
下
（
家
庭
用
浄
化
槽
）
5
千
円

※
11
人
槽
以
上
の
場
合
は
、
大
き
さ
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
㈳
埼
玉
県

浄
化
槽
協
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
協
会
法
定
検
査
部
☎
5‌

3

　

3
―
4
7
0
0

　第12回全国藩校サミット行田大会が平成26年7月5日㈯・6日㈰に開
催されることになりました。
　全国藩校サミットは、江戸時代の三百諸侯がおのおのの藩に設けた
学校である藩校の伝統を継承し、互いに連携して新しい時代の文化創
造に資することを目指しています。平成14年に東京都の湯島聖堂で開
催されたのが始まりで、経済界、教育界の有志が中心になって設立さ
れた漢字文化振興協会が藩校関係者に呼び掛けて実現しました。
　天保7年(1836年）、忍藩主松平忠

ただ

堯
たか

候は、藩校の教授として芳川波
山を招き入れ「進脩館」を再興しました。その後も、忍藩は「培根堂」
「国学館」「洋学館」を開設し、藩士やその子弟の教育に力を入れ、藩
政振興はもとより、その後の明治維新体制の充実にも寄与しました。
「進脩館」などの藩校教育を受けた先人は各界で活躍し、小川一眞(写
真家）、小山健三(日本の金融界の基礎を築いた実業家)など、現在の
行田を語る上で欠かせない人物を輩出しています。
▶問い合わせ	 ひとつくり支援課生涯学習担当☎556―8319

行田大会開催に向けた講演会を開催します
▶日　　時	 10月26日㈯午後3時

～5時
▶場　　所	 商工センター403会

議室
▶演　　題	 子弟は藩校で何を学

んだか「教化は国家
の急務なり」―「学
記」を読む―

第12回全国藩校サミット大会が行田市で開催されます 市
史
編
さ
ん
刊
行
物
の
ご
案
内

平
成
25
年
住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

10
月
1
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す

浄
化
槽
の
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

▶講　　師	 荒井桂さん(元埼玉
県教育長）

▶定　　員	 72人(先着順）
▶参 加 費	 無料
▶主　　催	 ㈶忍郷友会
▶後　　援	 行田市、行田市教育

委員会

▶問い合わせ	 ㈶忍郷友会 田代☎556―3728
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県
で
は
、
不
法
投
棄
を
撲
滅
す
る
た
め
、
不

法
投
棄
等
防
止
強
化
期
間
を
設
定
し
ま
し
た
。

民
間
・
事
業
者
・
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
て
、

不
法
投
棄
等
防
止
の
取
り
組
み
を
集
中
的
に
実

施
し
ま
す
。

▼
期
間　
10
月
15
日
㈫
～
12
月
31
日
㈫

▼
内
容　
産
業
廃
棄
物
運
搬
車
両
路
上
調
査
、

不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
、
産
業
廃
棄
物

ス
カ
イ
パ
ト
ロ
ー
ル
、
家
屋
解
体
現
場
へ
の

立
ち
入
り
指
導

▼
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
1
1
0
番

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

　

24
時
間
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
1
2
0
―

5ご

3み

0を

―
3み

8は

4る
よ

▼
問
い
合
わ
せ　
埼
玉
県
環
境
部
産
業
廃
棄

物
指
導
課
監
視
・
指
導
担
当
☎
0
4
8
―

8
3
0
―
3
1
3
6

第
２
期
納
期
限　
10
月
28
日
㈪

　

受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
供
用
開
始
と

な
っ
た
時
点
で
、
使
用
の
有
無
を
問
わ
ず
土
地

の
面
積
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
ま
す
。
こ
の
負
担

金
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、負
担
金
賦
課
区
域
内
の
土
地
で
売
買
・

相
続
な
ど
に
よ
り
受
益
者
の
変
更
が
あ
っ
た
方

は
、
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
業
務
担
当
☎
5
6
4
―

0
3
0
3
（
前
谷
1
―
1
・
水
道
庁
舎
内
）

　

県
で
は
、
環
境
保
全
に
関
す
る
意
識
の
醸
成

お
よ
び
行
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
個
人
、
団

体
、
事
業
者
の
他
の
模
範
と
な
る
優
れ
た
取
り

組
み
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
受
賞
者
は
知
事
か

ら
表
彰
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　
11
月
15
日
㈮
ま
で

▼
対
象

　
【
県
民
部
門
】

・
県
内
で
活
動
す
る
県
民
団
体
で
、
お
お
む

ね
3
年
以
上
活
動
を
継
続
し
て
い
る
団
体

・
県
内
に
在
住
す
る
個
人
で
、
お
お
む
ね
5

年
以
上
活
動
を
継
続
し
て
い
る
方
※
個
人

の
場
合
は
、
県
内
の
市
町
村
、
学
校
ま
た

は
県
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
県
民

団
体
の
推
薦
が
あ
る
場
合
の
み
応
募
で
き

ま
す
。

※
環
境
保
全
や
環
境
学
習
な
ど
の
活
動
が

対
象

　
【
事
業
者
部
門
】

・
県
内
に
事
業
所
を
有
し
、
お
お
む
ね
3
年

以
上
活
動
を
継
続
し
て
い
る
事
業
者

※
環
境
に
関
す
る
社
会
貢
献
活
動
な
ど
が

対
象

▼
応
募
方
法　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
活
動
内
容
が
分
か
る
資
料
（
Ａ
4
・

2
ペ
ー
ジ
以
内
）
を
添
付
し
て
、
持
参
、
郵

送
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。【
持
参
・
郵
送
】
〒
3
3
0

―
9
3
0
1 

埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対
策

課
総
務
・
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
担
当
【
Ｅ
メ
ー

ル
】a3030-07@

pref.saitam
a.lg.jp

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
担
当

☎
0
4
8
―
8
3
0
―
3
0
3
8

採
用
説
明
会

▼
日
時　
10
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
、
午

後
1
時
～
3
時

▼
場
所　
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地

域
事
務
所
（
熊
谷
市
筑
波
3
―
90
―
１ 

国

際
ビ
ル
2
階
）

▼
対
象　
中
学
生
～
26
歳
の
男
女
と
そ
の
保
護

者
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
日
時　
11
月
30
日
㈯
、
12
月
1
日
㈰
の
い
ず

れ
か
一
日

▼
場
所　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
（
神
奈

川
県
横
須
賀
市
御
幸
浜
2
―
1
）

▼
対
象　
中
学
生
男
子
と
そ
の
保
護
者
な
ど　

▼
問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

熊
谷
地
域
事
務
所
☎
5
2
2
―
4
8
5
5

▶日　　時	 11月3日㈰午後1時開演
▶場　　所	 ものつくり大学中央棟１階C1010大講義室
▶演　　題	 「ピーター・Ｆ・ドラッカー＆上田惇生

文庫」開設記念 ドラッカーとその世界
▶講　　師	 上田惇生さん（ものつくり大学名誉教授、

立命館大学客員教授、ドラッカー学会初
代代表）、岩崎夏海さん（「もし高校野球
の女子マネージャーがドラッカーの『マ
ネジメント』を読んだら」著者）、井坂康
志さん（ものつくり大学特別客員教授、
ドラッカー学会理事・事務局長）　

▶定　　員	 200人
▶受 講 料 	 無料　
▶申し込み	 10月25日㈮までに住所、氏名、電話番号

を明記の上、ＦＡＸで申し込みください。
【FAX】564―3201※ものつくり大学ホー
ムページから申し込みも可

▶問い合わせ	 同大学☎564―3819（土・日曜日、祝日
を除く午前9時～午後5時）

も の つ く り 大 学
市 民 特 別 公 開 講 座

10
月
15
日
～
12
月
31
日
は
不
法
投

棄
等
防
止
強
化
期
間
で
す

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
を

お
支
払
い
の
方
へ

「
エ
コ
」に
貢
献
す
る
個
人
・
団
体
・
企
業
を
募

集
し
ま
す
～
第
15
回
さ
い
た
ま
環
境
賞
～

防
衛
省
自
衛
隊
採
用
説
明
会
な
ど

21


